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長
春
武
人
丘
處
機
が
、
元
太
祖
チ
ソ
ギ
ス
ー
ハ
ー
ソ
の
招
き
に
庖

じ
て
西
域
に
旅
し
、
大
雪
山
中
に
於
て
太
祀
に
謁
し
て
道
を
説
い
た

経
緯
は
、
同
行
し
た
武
人
の
門
弟
李
志
常
の
筆
に
な
る
長
春
武
人
西

遊
記
に
よ
っ
て
詳
し
く
傅
え
ら
れ
て
い
る
し
、
そ
の
詳
細
な
考
臆
も

ま
た
中
國
側
で
は
王
國
維
、
西
人
と
し
て
は
h
J
ｒ
ｅ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｎ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
ｒ
｡

ｗ
ａ
ｌ
ｅ
ｙ
等
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
先
人
の
か
蔭
で
、

元
代
西
域
歴
史
地
理
の
珠
玉
と
も
云
う
べ
き
西
遊
記
を
読
む
に
常
っ

て
、
我
々
は
ま
す
不
自
由
を
感
じ
な
い
で
済
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
西
遊
記
を
よ
く
讃
ん
で
み
る
と
、
肝
心
な
箇
所
に
大
き

な
ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
西
遊
記
の
眼
目
は
、
何
と
云

っ
て
も
、
艮
人
が
太
祖
に
謁
し
て
道
を
説
い
た
事
賞
に
あ
る
の
だ
が
、

一
悛
、
太
祖
が
武
人
を
引
見
し
た
の
は
、
何
處
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

こ
の
鮎
に
な
る
と
、
王
國
維
は
勿
論
の
こ
と
、
前
に
學
げ
た
西
人
た

ち
も
一
向
に
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
云
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

岩

村

μ

　

と
こ
ろ
で
先
ず
、
西
遊
記
に
よ
っ
て
長
春
貝
人
の
ア
ム
河
以
南
の

行
程
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

辛
巳
の
歳
十
二
月
末
こ
二
二
二
年
二
月
初
旬
）
、
長
春
武
人
は
邪

米
思
干
（
サ
マ
ル
カ
ン
ド
）
に
於
て
、
太
組
が
大
雪
山
東
南
雌
作
に

に
駐
し
て
い
る
事
を
聞
い
た
が
、
営
時
は
雪
な
お
深
く
し
て
行
略
が

困
難
な
た
め
、
し
ば
ら
く
出
浸
を
延
期
し
、
翌
壬
午
の
歳
、
三
月
十

五
日
（
一
二
二
二
年
四
月
二
十
六
日
）
に
至
っ
て
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
護

し
た
。
そ
の
前
に
太
祖
の
行
宮
印
ち
大
雪
山
の
東
南
か
ら
婦
っ
て
未

Ｉ

　
　

春
正
月
十
有
三
日
に
（
サ
マ
ル
カ
ン
ド
）
を
出
浸
し
、
三
日
間
馳

　

せ
て
、
東
南
の
鍼
門
を
過
ぎ
、
ま
た
五
日
で
大
河
を
渡
り
、
二
月

　

初
吉
、
東
南
し
て
大
雪
山
を
過
ぎ
た
。
積
雪
が
甚
だ
高
く
、
馬
上

　

か
ら
鞭
を
畢
げ
て
、
之
を
測
っ
た
か
、
な
お
そ
の
半
ぼ
に
及
ば
す
、

　

下
に
踏
む
所
の
も
の
も
ま
た
五
尺
ぽ
か
り
で
あ
っ
た
。
南
行
す
る
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こ
と
三
日
で
行
宮
に
至
っ
た
。

　
　

と
、
道
程
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
異
人
一
行
は
四
日
目
に
喝
石
城

　
　

｝
｛
ｉ
ぎ
サ
マ
ル
カ
ン
ド
南
方

　
　
　

ヽ

　

ｉ
仄
ｓ
訃
の
南
方
八
五
キ

　
　

八
〇
キ
只
の
Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
-
i
-
ｓ
ａ
ｂ
ｚ

　

を
過
ぎ

　

鍼
ｒ
ｂ
の
Ｂ
ｕ
ｚ
ｇ
ｈ
ａ
ｌ
ａ
Ｓ
｡

　

を

　
　

経
て
東
南
行
し
、
高
山
を
越
え
た
。
鍼
門
か
ら
直
南
に
下
れ
ば
、
バ

　
　

ル
フ
に
通
す
る
ア
ム
河
渡
河
黙
の
。
テ
ル
メ
ズ
に
出
る
。
と
こ
ろ
が
一

　
　

行
は
さ
ら
に
東
に
進
ん
で
瞼
峻
な
高
山
を
越
え
、
流
れ
に
沿
っ
て
南

　
　

行
し
て
、
逞
に
ア
ム
河
に
建
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は

　
　

ど
う
し
て
も
、
テ
ル
メ
ズ
に
至
る
Ｓ
ｕ
ｒ
ｋ
ｈ
ａ
ｎ
河
で
は
な
く
、
も
っ

　
　

と
東
の
Ｋ
ａ
ｆ
ｉ
ｒ
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ａ
ｎ
河
か
、
若
く
は
Ｓ
ｕ
ｒ
ｋ
ｈ
ａ
ｂ
河
に
沿
っ
て

　
　

下
り
、
と
唄
目
‘
渡
河
黙
か
、
も
っ
と
可
能
性
の
あ
る
の
は
、
お
そ
ら

　
　

く
は
そ
の
東
の
ク
ソ
ド
ツ
河
と
の
合
流
粘
の
渡
場
で
あ
る
Ｔ
ａ
ｋ
ｈ
ｔ
-
i
-

　
　

Ｑ
ｕ
w
ａ
ｔ
　
＾
＾

』
い
て
ア
ム
を
渡
河
し
た
も
の
と
考
え
な
け
れ
ぼ
な
ら

　
　

な
い
。

　
　
　

さ
て
、
’
真
人
一
行
は
ア
ム
河
か
ら
東
南
行
し
て
、
夜
に
な
り
古
渠

　
　

の
ほ
と
り
に
泊
っ
た
。
渠
の
附
近
に
は
、
蘆
葦
が
繁
茂
し
、
そ
れ
は

　
　
　
　
　

Ｌ
ｊ
ｌ
ｉ
ｍ
…
ｏ
４
＾
４
ｆ
ｆ

　
　
　

ア
シ
で
は
な
い
と
い
う
。
Ｅ
.
　
Ｂ
ｒ
ｅ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｎ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
ｒ
｡

　
　

巨
大
で
肖
る
丈
夫
で
あ
る
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
ｅ
ｖ
a
l
　
Ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
｡
　
Ｉ
.
　
ｏ
.
　
８
５
.
　
ｆ
ｎ
.
　
２
１
４

　
　

ｍ
本
文
に
は
、
ち
ゃ
ん
と
東
南
行
と
あ
る
し
、
今
述
べ
た
よ
う
に

　
　

水
の
豊
富
な
水
渠
が
あ
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
の
日
は
ア
ム
河
に

2
7

　

沿
っ
て
東
南
に
進
み
、
河
岸
に
近
い
地
に
泊
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ

の
後
で
、
長
さ
三
尺
、
色
は
青
黒
の
大
晰
蝸
を
見
た
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
記
載
は
、
北
使
記
に
蛇
有
四
附
と
か
、
西
使
記
に
所
産
蛇
、
皆

四
諦
、
長
五
尺
鈴
、
首
黒
身
黄
、
皮
如
鍼
魚
、
口
吐
紫
焔
な
ど
あ
る

の
に
較
べ
て
逢
か
に
正
確
で
、
こ
の
一
事
を
以
て
し
て
も
、
李
志
常

の
観
察
と
記
述
が
信
頼
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

事
賓
、
ア
ム
河
南
方
の
砂
漠
地
帯
で
は
、
一
メ
ー
ト
ル
に
建
す
る
大

ト
カ
ゲ
は
屡
々
見
か
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
大
ト
カ
ゲ
の
存
在

は
、
異
人
一
行
の
道
程
を
知
る
上
に
頗
る
重
要
で
あ
る
。
こ
・
の
種
の

Ｊ
-
｡
カ
ゲ
や
陸
亀
は
、
乾
燥
し
た
砂
漠
地
帯
に
棲
む
も
の
な
の
で
あ
る

し
、
東
南
行
し
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
最
初
し
ぼ
ら

く
の
間
は
、
ほ
ゞ
正
東
に
向
っ
て
ア
ム
河
に
沿
っ
て
湖
S
s
、
ア
ム
河

と
そ
の
支
流
Ｋ
ｕ
ｎ
ｄ
ｕ
ｚ
河
の
合
流
黙
か
ら
砂
漠
ｄ
ａ
ｓ
ｈ
ｔ
Ｃ
Ｍ
＾
）
-
＾
！
-

べ
匹
て
の
東
逞
に
沿
っ
て
流
れ
る
ク
ソ
ド
ツ
河
岸
を
東
南
に
進
ん
だ

こ
と
に
疑
け
な
い
。
そ
し
て
テ
ル
メ
ズ
の
對
岸
を
登
し
て
か
ら
六
日

に
し
て
太
１
　
の
行
在
に
痙
し
た
。

　

貝
人
一
行
″
行
在
に
着
宍
の
に
壬
’
午
年
四
月
五
日
覇
に
肘

器
に
腿
４
　
肘
器
賢
す
な
わ
ち
一
二
二
二
年
五
月
十
六
日

の
こ
と
で
あ
る
。
太
祀
の
こ
の
行
在
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
王
國
維

は
草
に
、
距
阿
母
河
四
・
五
日
程
と
云
っ
て
い
。
る
の
み
で
あ
る
。
こ
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れ
は
王
國
維
と
も
あ
ろ
う
學
者
に
似
合
し
か
ら
ぬ
蛇
足
で
あ
ろ
う
。

　
　

ア
ム
河
を
去
る
こ
と
四
・
五
日
の
行
程
と
い
う
だ
け
な
ら
、
別
に
註

　
　

の
必
要
は
あ
る
ま
い
。
木
文
に
ち
や
ん
と
書
い
て
あ
る
。
こ
の
鮎
に

　
　

つ
い
て
は
、
西
洋
の
學
者
た
ち
も
ま
た
一
言
も
屑
れ
て
い
な
い
。
し

　
　

か
し
こ
の
行
在
の
場
所
を
ま
す
確
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
こ
れ
か

　
　

ら
先
き
の
比
定
は
砂
上
の
核
閣
に
等
し
く
な
る
。
但
し
こ
ｘ
で
一
言

　
　

述
べ
て
か
き
た
い
の
は
、
前
に
阿
里
蘇
が
南
か
ら
サ
ヴ
ル
カ
ソ
ド
に

　
　

還
っ
て
流
人
に
報
告
し
た
中
に
二
太
子
（
察
合
台
）
の
言
と
し
て
上
駐

　
　

輝
大
雪
山
之
東
南
と
見
え
る
が
、
そ
の
後
、
太
祀
は
北
上
し
、
異
人

　
　
　

一
行
は
南
下
し
、
真
人
が
ア
ム
河
を
渡
っ
た
時
に
は
、
行
在
は
す
で

　
　

に
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
ヴ
シ
エ
の
北
に
遷
っ
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な

　
　

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

と
こ
ろ
が
、
西
洋
の
學
者
も
こ
の
出
登
黙
を
飛
ば
し
て
、
す
ぐ
に

　
　

ラ
シ
ー
ド
の
Ｐ
ｅ
ｒ
w
ａ
ｎ
を
論
じ
て
い
る
。
一
方
、
王
國
維
は
本
文

　
　

の
時
適
炎
熱
、
従
車
駕
、
廬
於
雪
山
、
避
暑
に
注
し
て
聖
武
親
征
録
、

　
　

葵
未
夏
、
上
避
暑
於
八
魯
湾
川
、
録
記
太
祀
征
西
事
、
皆
後
一
年
、

　
　

則
此
寅
壬
午
年
事
、
則
此
雪
山
、
印
八
魯
湾
也
、
八
魯
湾
川
、
秘
史

　
　

作
八
魯
湾
安
客
額
見
、
客
額
兄
、
本
野
知
之
義
と
記
し
て
い
る
。
こ

　
　

の
注
も
ま
た
奇
妙
な
も
の
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
王
氏
は
木

文
の
廬
於
雪
山
避
暑
を
、
い
き
な
り
親
征
録
・
葵
未
の
條
の
夏
、
上

避
暑
於
八
魯
湾
川
に
結
び
つ
け
て
、
早
合
鮎
し
て
い
る
と
し
か
思
え

な
い
。
ま
た
八
魯
湾
川
と
し
、
則
此
雪
山
、
部
八
魯
湾
也
、
八
魯
湾

川
云
々
も
か
か
し
い
。
し
か
し
こ
の
鮎
に
つ
い
て
の
私
の
説
明
は
、

後
に
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
。
従
っ
て
王
氏
は
廬
於
雪
山
、
避
暑
の

事
賓
は
葵
未
で
あ
る
べ
き
で
、
壬
午
で
は
な
い
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
一
句
を
平
静
に
讃
む
と
、
そ
の
ど
こ
に
も
太
祀
避
暑
の

地
が
八
魯
湾
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ケ
議
論
は
出
て
こ
な
い
の
で

あ
る
。
暑
を
避
け
る
地
が
、
何
故
八
魯
湾
に
限
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
か
。
ア
ム
河
以
南
に
は
、
何
も
遠
く
八
魯
湾
匹
数
鉛
頴

ま
で
行
か
な
く
て
も
い
く
ら
で
も
あ
る
で
は
な
い
か
。
そ
の
上
、
四

月
五
日
に
行
在
に
到
着
し
て
「
館
舎
が
定
ま
っ
た
」
後
、
直
ち
に
ヒ

ン
ズ
ー
・
ク
ヴ
シ
エ
の
南
側
ま
で
遠
路
を
旅
し
て
、
四
月
半
四
日
に

は
す
で
に
問
道
の
事
が
あ
っ
た
と
は
、
肺
に
落
ち
な
い
。
八
魯
湾
に

つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
考
え
る
が
、
と
に
か
く
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
ッ
シ

エ
の
南
側
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
そ
れ
は
ア
ム
河
の
東
南
数
日

の
行
程
に
あ
っ
た
行
在
か
ら
敷
百
キ
ロ
の
遠
隔
の
地
に
あ
る
。
ま
た

そ
の
途
中
は
東
の
｝
｛
ｒ
Ｓ
弥
峠
を
通
る
に
せ
よ
、
西
の
Ａ
ｑ
　
Ｒ
ｏ
ｂ
ａ
ｔ

峠
又
は
ツ
ヨ
峠
を
越
え
る
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
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29

を
盈
か
に
突
破
す
る
瞼
峻
難
路
を
通
過
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
し
か

も
、
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
ヴ
シ
ュ
北
麓
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
行
在
の

背
後
に
は
、
幾
多
の
好
適
な
ｙ
e
i
l
a
ｑ
す
な
わ
ち
避
暑
地
が
あ
る
に

垂
垂
里
太
祗
の
道
程

　

こ
二
二
二
年
）

１
長
春
異
人
の
道
程

　

こ
二
二
二
年
）

お
い
て
お
や
、
で
あ
る
。
何
を
苦
ん
で
、
こ
の
雪
山
を
八
魯
潜
ｙ

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

肝
心
な
行
在
の
位
置
の
問
題
に
短
刀
直
入
に
鱒
れ
な
い
で
、
そ
の

周
漫
を
い
つ
ま
で
も
め
ぐ
っ
て
ぃ
る
よ
う
だ
が
、
も
う
す
こ
し
我
慢

し
て
い
た
ｔ
r
き
た
い
。

　

一
燈
に
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
ッ
シ
エ
と
い
う
山
脈
は
、
そ
の
南
側
は
北

イ
ン
ド
か
ら
徐
々
に
高
く
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
北
側
は
極
め
て

突
然
低
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
東
の
バ
ダ
ク
シ
ャ
ソ
や
西
の

Ｋ
ｏ
ｈ
-
i
-
Ｂ
ａ
ｂ
ａ
の
四
－
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
高
峯
か
ら
、
海
抜

わ
す
か
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
草
原
ま
で
直
線
距
離
に

し
て
は
一
五
〇
キ
ロ
と
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
エ
イ
ラ
ッ
ク
、
す

な
わ
ち
夏
の
牧
地
、
換
言
す
れ
ぼ
避
暑
地
は
、
北
側
の
麓
か
ら
そ
う

遠
く
な
い
所
に
い
く
ら
も
あ
る
。
例
え
ぼ
、
ア
ム
河
の
南
の
支
流
で

Ｋ
ａ
ｈ
ｒ
i
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
（
Ｎ
ｕ
ｒ
i
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
）
の
高
山
に
源
を
翌
す
る
Ｋ
ｕ
ｎ
ｄ
ｕ
ｚ
河
に

沿
っ
て
五
〇
除
キ
ロ
も
湖
る
と
、
ア
ム
河
南
岸
の
酷
暑
炎
熱
、
水
の

悪
い
平
原
地
帯
と
は
打
っ
て
腱
っ
た
清
冷
な
Ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｋ
ａ
ｎ

　

の
よ
う
な

高
原
か
お
る
で
は
な
い
か
。

　

こ
ゝ
で
と
ぅ
く
タ
リ
カ
ソ
と
い
う
名
前
が
出
て
き
た
。
そ
し
て

も
う
一
度
、
元
史
や
親
征
録
を
見
な
か
す
と
、
共
に
壬
午
年
の
條
に
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3
0

　

は
ち
ゃ
ん
と
、
元
史
に
は
夏
、
避
暑
塔
里
奈
案
と
見
え
、
親
征
録
に

　
　

は
是
夏
、
避
暑
於
塔
里
寥
高
原
と
出
て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で

　
　

も
う
一
つ
説
明
を
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
限
り
に
西
遊
録
の

　
　

廬
於
雪
山
、
避
暑
か
元
史
、
親
征
録
の
避
暑
塔
里
寒
に
相
い
座
す
る

　
　

も
の
と
考
え
る
と
し
て
、
さ
て
そ
れ
は
果
し
て
雪
山
と
い
え
る
か
と

　
　

云
う
黙
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
し
タ
リ
カ
ソ
を
雪
山
と
い
え
な
い
と

　
　

す
る
と
、
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
も
ま
た
雪
山
と
云
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

　
　

答
え
ら
れ
る
。
後
に
述
べ
る
如
く
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
は
背
後
に
、
夏
も

　
　

雪
を
戴
く
高
山
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
が
、
エ
イ
ラ
ッ
ク
モ
の
も
の
は

　
　

勿
論
そ
ん
な
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
高
所
で
は
な
い
。
タ
リ
カ

　
　

ソ
と
雖
も
同
様
で
、
そ
の
南
に
は
カ
ー
フ
ィ
リ
ス
タ
ソ
の
雪
山
を
望

　
　

む
が
、
そ
れ
自
身
は
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
以
下
の
高
原
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
　

こ
れ
で
、
太
祀
か
壬
午
年
の
初
夏
に
も
高
地
に
暑
を
避
け
た
が
、

　
　

そ
れ
は
葵
未
年
の
八
魯
湾
と
は
全
く
別
の
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

　
　

る
。
で
あ
る
か
ら
西
遊
記
の
廬
於
雪
山
、
避
暑
は
一
座
タ
リ
カ
ソ
で

　
　

あ
っ
た
と
、
素
直
に
考
え
る
方
が
よ
ろ
し
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

　
　

に
考
え
る
と
、
右
の
句
に
直
ぐ
績
く
上
約
四
月
十
四
日
、
問
道
か
ら

　
　

以
下
の
本
文
の
説
明
に
も
よ
く
適
合
す
る
。
こ
の
説
明
は
後
段
で
詳

　
　

し
く
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
そ
の
前
に
タ
リ
カ
ソ
の
地
名
に
つ

い
て
す
こ
し
鰯
れ
て
か
く
。

　

タ
リ
カ
ソ
に
つ
い
て
は
ブ
レ
ッ
ト
シ
ェ
ナ
イ
ダ
１
一
一
一
一
一
一
１
１
　
い
心
七
皿

が
詳
し
く
述
べ
、
那
珂
通
世
博
士
四
一
匹
四
皿
も
ま
た
こ
れ
に
基
い
て

長
々
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
要
は
タ
リ
カ
ソ
と
い
う
地
名
が
蒙
古
征

西
の
地
域
内
に
敷
ケ
所
あ
る
が
、
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
塔
里
寒
は

マ
ル
コ
ー
ポ
ー
ロ
の
云
う
Ｔ
ａ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

際
、
そ
の
他
の
タ
リ
カ
ソ
は
全
然
問
題
に
な
ら
な
い
。
つ
い
で
に
、

中
央
ア
ジ
ア
、
イ
ラ
ン
に
は
同
名
の
地
が
特
に
多
い
こ
と
を
注
意
し

て
か
き
た
い
。
王
國
維
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
於
て
阿
里
鮮
が
太
胆
の

陣
管
か
ら
離
朱
し
て
武
人
に
會
い
、
二
月
初
吉
、
東
南
過
大
雪
山
、

積
雪
甚
高
、
馬
上
畢
鞭
測
之
、
猶
未
及
其
牛
、
下
所
踏
者
復
五
尺
許
、

南
行
三
日
、
至
行
宮
矣
と
報
じ
た
記
事
に
注
し
て
、
こ
の
行
宮
は
塔

里
寒
だ
と
し
て
い
る
。
曰
く

　

阿
里
鮮
於
渡
阿
母
河
後
、
十
四
日
至
行
宮
、
案
此
行
宮
、
蓋
辛
巳

　

年
避
暑
之
塔
里
寒
案
、
馬
爵
波
羅
紀
行
、
謂
塔
里
寒
、
距
班
勒
紀

　

十
二
日
程
、
而
自
河
橋
至
班
勒
紘
不
及
一
日
程
、
則
自
阿
母
河
至

　

塔
里
寒
、
営
得
十
三
日
程
、
阿
里
鮮
行
十
四
日
者
、
或
因
積
雪
難

　

行
故
也
、
至
長
春
四
月
中
所
至
之
行
宮
、
則
渡
河
後
五
日
印
達
、

　

非
阿
里
鮮
正
月
中
所
至
者
矣
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塔
里
奈
を
マ
ル
ゴ
ー
ポ
ー
ロ
の
タ
イ
カ
ソ
に
比
定
し
て
？

　
　

い
が
、
行
程
の
推
定
檀
全
然
誤
っ
て
い
る
。
王
氏
は
、
・
真
人
が
此
の

　
　

年
、
秋
に
再
び
ア
ム
河
を
渡
っ
て
バ
ル
ブ
に
至
っ
た
記
事
で
あ
る
侭

　
　

河
、
東
南
行
三
十
里
、
乃
無
水
、
郎
夜
行
、
過
班
里
城
に
よ
っ
て
ア
ム

　
　

河
ｔ
ｃ
バ
ル
ブ
間
の
距
離
を
一
日
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
距
離
は

　
　

最
短
の
直
線
距
離
で
六
〇
キ
ロ
は
あ
る
。
バ
ル
ブ
か
ら
マ
ル
コ
ー
ポ

　
　

ー
゛
の
所
謂
タ
イ
カ
ソ
す
な
わ
ち
現
在
の
ク
ソ
ド
ツ
こ
皿
蝕
皿
一
作
い
い

　
　

ま
で
は
直
線
距
離
で
一
八
〇
キ
ａ
’
服
･
Ｓ
v
Ｕ
タ
イ
カ
ソ
を
現
在
の
タ

　
　

リ
カ
ソ
村
と
し
て
屯
二
四
〇
キ
ロ
で
あ
り
、
マ
ル
コ
は
こ
の
距
離
を

　
　

行
く
に
十
二
日
を
要
し
て
い
る
か
ら
、
前
者
で
は
日
に
一
五
キ
ロ
、

　
　

後
者
で
は
二
〇
キ
ロ
に
な
る
。
こ
の
事
賓
か
ら
考
え
れ
ば
、
王
氏
が

　
　

ア
ム
河
、
バ
ル
ブ
間
を
一
日
行
程
と
し
た
の
は
全
く
営
ら
な
い
。
真

　
　

人
が
壬
午
の
春
に
最
初
に
ア
ム
河
を
渡
っ
た
の
は
、
同
河
と
ク
ソ
ド

　
　

ツ
河
の
合
流
鮎
附
近
で
あ
っ
た
が
、
二
度
目
即
ち
秋
に
は
恐
ら
く
西

　
　

方
の
テ
ル
メ
ズ
或
は
も
っ
と
西
に
寄
っ
た
地
動
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　

従
っ
て
王
氏
が
、
真
人
の
春
の
行
程
は
ア
ム
河
か
ら
行
在
ま
で
五
日

　
　

（
或
は
六
日
）
し
か
要
し
な
か
っ
た
の
に
、
秋
に
は
十
三
日
を
要
し
て

　
　

い
る
か
ら
、
春
の
行
在
は
タ
リ
カ
ソ
で
は
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る

3
1

　

の
は
明
か
に
誤
り
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
秋
の
行
在
は
、

お
そ
ら
く
バ
ル
ブ
以
東
、
今
の
Ｍ
ａ
ｚ
ａ
ｒ
-
ｉ
-
ｓ
ｈ
ａ
ｒ
i
f
附
近
で
あ
っ
た

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
現
在
の
タ
リ
カ
ソ
と
い
う
村
、
或
は
小
さ
い
町
は
、
ク
ソ

ド
ツ
か
ら
同
名
の
河
に
沿
っ
て
東
へ
五
八
キ
ロ
の
黙
に
あ
る
。
し
か

し
タ
リ
カ
ソ
と
い
う
の
は
、
狽
り
こ
の
村
の
名
前
ぼ
か
今
で
は
な
く
、

ク
ソ
ド
ツ
河
の
南
方
一
帯
の
地
域
の
名
将
で
屯
あ
る
。
タ
リ
カ
ソ
村

は
ク
ソ
ド
ツ
河
の
右
岸
に
沿
い
、
北
に
は
低
い
山
脈
が
連
ら
な
り
、

南
に
は
夏
も
な
お
白
雪
を
戴
く
バ
タ
ク
シ
ャ
ソ
の
高
山
を
望
み
、
東

西
は
河
岸
に
沿
う
高
原
に
位
置
し
、
高
燥
に
し
て
河
岸
に
は
ポ
プ
ラ

が
繁
っ
た
仲
々
美
し
い
所
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
附
近
一
帯
に

ａ
大
規
模
な
遺
跡
計
離
鴛
談
。
ａ
存
在
Ｌ
ぶ
い
・
従
で
蒙
古

兵
が
敷
ケ
月
に
わ
た
っ
て
包
園
の
後
、
よ
う
や
く
攻
略
し
た
と
い
う

塔
里
寥
纂
は
、
現
在
の
タ
リ
カ
ソ
村
、
或
は
そ
の
附
近
で
あ
る
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
元
史
、
親
征
録
の
塔
里
寒
案
は
何
處
か
と

い
う
と
、
私
の
考
え
で
は
、
そ
れ
は
ど
う
ｉ
）
現
在
の
ク
ソ
ド
ヅ
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

ク
ソ
ド
ツ
は
ク
ソ
ド
ツ
河
の
東
岸
に
あ
り
、
西
に
山
を
背
お
い
、

水
利
に
恵
ま
れ
た
か
な
り
大
き
な
所
で
あ
る
。
こ
の
町
の
背
後
に
は

欝
叢
た
る
森
林
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
鹿
や
豹
や
猪
が
今
な
お
横
行
し
、
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3
2

　

か
つ
て
は
虎
も
棲
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
の
町
そ
の

　
　

も
の
は
新
し
く
、
こ
の
二
十
年
来
、
附
近
で
綿
花
か
栽
培
さ
れ
始
め
、

　
　

小
規
模
な
紡
績
工
場
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
急
に
膨
張
し
た
も
の
で
あ

　
　

右
。
土
地
の
傅
承
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
に
は
昔
繁
柴
し
た
町
が
あ
っ

　
　

た
が
、
チ
ソ
ギ
ス
ー
ハ
ー
ソ
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
以
来
、
永
い
間

　
　

度
墟
と
化
し
、
野
獣
と
て
フ
リ
ヤ
病
が
多
く
、
ア
フ
ガ
ユ
ス
タ
ン
に

　
　

は
「
死
に
た
け
れ
ば
、
ク
ソ
ド
ツ
に
行
け
」
と
い
う
諺
が
あ
る
ぐ
ら

　
　

い
だ
っ
た
。
事
責
、
現
在
の
町
に
接
し
て
、
深
い
壕
を
め
ぐ
ら
し
た

　
　

巨
大
な
度
墟
が
あ
る
。
こ
の
慶
墟
は
バ
ル
ブ
の
そ
れ
に
較
べ
る
と
、

　
　

す
こ
し
小
さ
い
が
、
私
か
ア
フ
ガ
ユ
ス
タ
ソ
で
見
た
度
墟
の
中
で
は

　
　

バ
ル
ブ
に
次
ぐ
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。
土
地
、
の
者
は
、
こ
れ
が
チ

　
　

ン
ギ
ス
ー
ハ
ー
ン
に
よ
っ
て
滅
却
さ
れ
た
城
址
で
あ
る
と
説
明
し
て

　
　

い
る
。

　
　
　

ク
ソ
ド
ツ
は
昔
は
タ
リ
カ
ソ
と
云
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
い

　
　

や
、
そ
の
可
能
性
は
大
き
い
。
ク
ソ
ド
ツ
と
い
う
名
前
も
新
し
い
名

　
　

前
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
昔
は
タ
リ
カ
ソ
地
方
の
中
心
が
こ
ｘ
に

　
　

あ
り
、
そ
の
城
案
す
な
わ
ち
今
の
ク
ソ
ド
ツ
の
度
墟
が
タ
リ
カ
ソ
と

　
　

い
わ
れ
て
い
た
の
が
、
蒙
古
兵
に
破
壊
さ
れ
て
後
、
こ
の
名
前
が
現

　
　

在
の
タ
リ
カ
ソ
村
に
移
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ク
ソ
ド
ツ
な

ら
ば
、
大
き
な
城
市
が
成
立
し
得
る
自
然
的
條
件
が
備
わ
っ
て
い
る
。

ナ
な
わ
ち
水
利
に
よ
く
、
附
近
に
は
廣
い
耕
地
が
あ
り
、
大
森
林
地

帯
を
控
え
、
加
う
る
に
ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
バ
ダ
ク
シ
″
ソ
に
入
る

門
戸
に
営
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
タ
リ
カ
ソ
村
は
、
決
し
て
左

様
に
大
き
な
城
市
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
土
地
で
は

な
い
。

　

ま
た
、
西
遊
録
に
は
、
明
か
に
貝
人
が
最
初
に
到
着
し
た
時
に
は
、

時
四
月
五
日
也
、
館
舎
定
、
印
入
見
と
見
え
、
次
い
で
時
適
炎
熱
、

従
駕
、
廬
於
雪
山
避
暑
と
書
き
別
け
ら
れ
て
い
る
。
館
舎
と
あ
る
か

ら
に
は
、
城
市
を
想
起
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
廬
と
あ
る
以
上
は
、
人

家
の
す
く
な
い
山
地
で
あ
ろ
う
。
壬
午
年
四
月
十
五
日
は
五
月
十
六

日
に
営
た
る
。
五
月
中
旬
に
は
す
で
に
ク
ソ
ド
ツ
で
は
気
温
は
三
〇

－
三
五
度
に
昇
る
。
ク
ソ
ド
ツ
は
標
高
三
九
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、

タ
リ
カ
ソ
は
そ
れ
か
ら
二
・
三
百
メ
ー
ト
ル
は
高
い
。
私
も
初
夏
の

侯
に
ク
ソ
ド
ツ
の
暑
熱
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
タ
リ
カ
ン
に
く
る
と
、

大
気
は
清
冷
で
、
時
に
霖
雨
が
あ
り
、
蘇
え
る
思
い
が
し
た
。
壬
午

年
の
夏
、
太
租
が
ク
ソ
ド
ツ
或
は
そ
の
他
ど
こ
か
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の

低
地
平
原
に
行
在
を
設
け
て
い
た
と
す
れ
ば
、
避
暑
地
を
選
ぶ
に
営

っ
て
、
雄
い
タ
リ
カ
ソ
高
原
を
顧
み
ず
、
何
を
苦
ん
で
険
峻
な
山
脈
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を
廠
一
良
て
ぷ
敷
百
キ
ロ
の
遠
き
に
あ
る
八
魯
湾
す
な
わ
ち
パ
ー
ル
ワ

　
　

ー
ン
に
出
か
け
る
必
要
が
あ
っ
た
ろ
’
う
か
。
ト

　
　
　
　
　
　

～

　
　
　

さ
ら
に
二
つ
傍
撹
を
附
け
加
え
よ
う
。
ト
ル
キ
ス
タ
ソ
の
遊
牧
民

　
　

の
間
に
は
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｈ
ｕ
ｉ
ｒ
ｉ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
等

　
　

は
毎
年
二
回
牧
地
を
愛
え
る
の
で
あ
る
。
暑
い
時
候
は
、
高
い
山
地

　
　

の
牧
地
ｙ
ｅ
ｉ
ｌ
ａ
ｑ
で
過
ご
し
、
寒
。
い
間
は
低
地
午
原
或
は
鵬
谷
の
牧

　
　

地
ｑ
i
ｓ
ｈ
ｌ
ａ
ｑ
で
暮
す
。
ア
ム
河
以
南
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
遊
牧
民
心
エ

　
　

イ
ラ
ッ
ク
は
主
と
し
て
バ
』
ダ
ク
シ
ャ
ソ
高
原
で
あ
っ
て
、
ヒ
ン
ズ
ー
・

　
　

ク
ッ
’
ツ
エ
。
分
水
嶺
を
越
え
て
山
脈
の
南
側
に
行
ぐ
こ
と
は
な
い
。
反

　
　

對
に
南
麓
低
地
の
遊
牧
民
奄
北
側
に
エ
イ
ラ
ッ
ク
を
持
っ
て
い
る
部

　
　

族
は
な
い
。
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
が
分
水
嶺
以
南
に
あ
る
こ
と
に
は
疑
問

　
　

の
鈴
地
が
な
い
。
蒙
古
兵
も
本
質
的
に
は
遊
牧
民
で
あ
る
か
ら
、
ト

　
　

ル
キ
ス
タ
ソ
に
あ
っ
て
は
ト
ラ
ソ
ス
ヒ
で
・
―
・
マ
ソ
ス
を
行
っ
て
い
た

　
　

に
違
い
な
い
。
太
胆
が
夏
に
避
暑
し
た
と
い
う
の
も
、
責
は
こ
れ
に

　
　

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
。
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
い
る

　
　

間
は
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
遊
牧
民
の
エ
イ
ラ
ッ
ク
を
使
用
す
る
め
は
営

　
　

然
の
こ
と
で
あ
少
、
ま
た
最
も
便
宜
￥
あ
っ
た
に
相
違
な
い
で
も
し

　
　

そ
う
だ
と
す
れ
ぼ
、
‘
ア
ム
河
南
岸
の
遊
牧
民
の
エ
イ
ラ
ッ
ク
は
バ
ダ

Ｓ

　

ク
シ
ャ
ン
で
あ
る
か
ら
、
ぶ
そ
ら
く
は
太
祀
と
そ
の
箆
下
毛
ま
た
タ

リ
カ
ソ
高
原
方
面
の
エ
イ
ラ
ッ
ク
を
求
め
た
と
考
え
る
の
ぼ
、
極
め

て
理
に
適
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

少
々
し
つ
っ
こ
い
よ
・
う
で
あ
る
が
、
最
後
に
壬
午
年
の
避
暑
地
が

八
魯
湾
で
あ
り
得
な
い
決
定
的
な
臆
攘
を
畢
げ
よ
う
。

　

武
人
が
太
祀
の
行
宮
す
な
わ
ち
ク
ソ
ド
ッ
に
到
着
し
。
た
の
は
、
四

月
四
日
で
あ
り
、
太
祖
が
間
道
の
日
と
定
め
た
の
は
四
月
十
四
日
で

あ
る
。
そ
う
す
れ
ぼ
、
太
１
　
と
真
人
は
十
四
日
以
前
に
は
必
ず
避
暑

地
に
到
着
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ナ
な
わ
ち
避
暑
地
ま
で
の

旅
行
日
敷
ぼ
最
大
↓
○
日
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
八
魯
勇
す
な
わ

　

一

ち
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
が
ヒ
ン
ズ
ー
。
ク
ッ
ク
’
南
側
の
｛
｝
ｒ
ｏ
３
　
日
ａ
．
渓

　

３

谷
ａ
ど
こ
か
で
。
あ
る
こ
と
に
は
貳
間
の
節
地
が
な
い
の
七
あ
。
る
か
ら
、

　

一

ク
ソ
ド
ツ
か
ら
最
も
近
ｃ
.
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｒ
附
近
と
侵
定
す
る
と
し
て
、

そ
こ
に
至
る
ま
で
に
幾
日
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
・
か
。

　

ク
ソ
ド
ツ
か
ら
Ｓ
ｈ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
峠
を
経
由
し
て
チ
ャ
リ
カ
ー
ル
に
至
る

現
在
の
道
路
０
　
延
長
は
四
五
〇
キ
ロ
で
あ
り
、
最
短
経
路
で
あ
＆

Ｋ
ｈ
ａ
w
ａ
ｋ
峠
経
由
で
は
二
五
〇
キ
ロ
に
な
る
。
そ
れ
で
、
前
の
例

に
な
ら
っ
て
一
日
の
平
均
行
程
蚤
二
〇
キ
ロ
と
す
れ
ぼ
、
ジ
ル
バ
越

え
で
は
二
十
日
以
上
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
問
題
に
な

ら
な
い
。
仮
り
忙
ハ
ワ
ッ
ク
越
え
と
し
て
も
十
二
・
三
日
は
か
ゝ
る
。
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４

　

と
こ
ろ
か
、
一
日
二
〇
キ
ロ
と
い
う
の
は
：
ハ
ル
フ
か
ら
ク
ソ
ド
ツ

　
　

ま
で
の
不
原
の
行
程
で
あ
る
。
ハ
ワ
ッ
ク
峠
は
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
ッ
シ

　
　

ェ
越
え
中
の
最
難
の
峠
と
い
わ
れ
、
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高

　
　

峯
が
聳
え
る
地
方
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ハ
ワ
ッ
ク
越
え
で
も
最
少
十

　
　

二
・
三
日
は
要
す
る
と
す
れ
ぼ
、
ク
ソ
ド
ツ
に
限
ら
す
、
ト
ル
キ
ス

　
　

タ
ソ
の
何
處
か
ら
で
も
、
十
日
以
内
で
ゴ
ー
ル
バ
ン
ド
渓
谷
に
達
す

　
　

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
と
に
か
く
十
日
間
で
の
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク

　
　

ッ
シ
。
エ
越
え
と
い
う
こ
と
は
、
普
通
の
状
態
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ

　
　

と
な
の
で
あ
る
。
壬
午
年
の
太
祀
の
避
暑
地
を
八
魯
湾
だ
と
す
る
如

　
　

き
は
、
賓
は
た
ご

　
　
　

以
上
の
よ
う
な
事
寅
か
ら
、
西
遊
記
に
見
え
る
壬
午
年
春
の
太
祀

　
　

の
行
宮
は
、
現
在
の
ク
ソ
ド
ツ
に
あ
り
、
こ
れ
が
営
時
の
タ
リ
カ
ソ
、

　
　

元
史
や
親
征
録
の
塔
里
寒
塞
に
営
り
、
長
春
貝
人
が
車
駕
に
従
っ
て

　
　

行
っ
た
避
暑
地
こ
そ
現
在
の
タ
リ
カ
ソ
高
原
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
・
現
に
親
征
録
に
は
ヽ
團
守
塔
里
寥
か
四
巳
避
暑
於

塔
‐
里
寒
Ｏ

Ｏ
i
l
l
午
と
二
つ
を
使
い
わ
け
ら
れ
て
お
り
ヽ
ま
た
ヘ
ル
ツ

ヤ
史
家
に
よ
っ
た
ド
ー
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
タ
リ
カ
ソ
山
間
地
方
の
城

案
l
a
　
ｆ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
Ｎ
ｏ
ｕ
ｓ
ｓ
ｒ
ｅ
ｔ
-
ｃ
呂
ｈ
　
ｄ
ａ
ｎ
ｓ
　
ｌ
ｅ
　
ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
　
ｍ
ｏ
ｎ
-

ｔ
ａ
ｇ
ｎ
ｅ
ｕ
ｘ
　
ｄ
ｅ
　
Ｔ
ａ
ｌ
ｅ
ｃ
ａ
ｎ
（
Ｒ
（
）
ｈ
ｓ
ｓ
ｏ
ｎ
｡
　
Ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
o
i
ｒ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｍ
ｏ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
ｓ
.

７
１
｡
　
ｐ
.
　
２
７
３
）
　
　
ｉ
ｉ
七
ヶ
月
に
わ
た
っ
で
蒙
古
兵
の
攻
凰
を
支
え
た
と

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
タ
リ
カ
ソ
の
城
案
と
タ
リ
カ
ソ
地
方

と
は
別
個
に
考
え
ら
る
べ
き
こ
と
が
明
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
マ
ル

コ
ー
ポ
ー
ロ
に
よ
る
と
、
タ
リ
カ
ソ
は
美
し
い
町
で
、
穀
物
と
バ
ダ

ク
シ
ャ
ソ
産
の
岩
堕
の
集
散
地
で
、
そ
の
南
に
は
大
山
脈
を
背
い
、

ハ
タ
ン
キ
ョ
ウ
と
ピ
ス
タ
。
シ
オ
の
樹
林
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
記
事
は
ま
さ
に
ク
ソ
ド
ツ
に
ぴ
っ
た
り
営
て
鋏
る
と
云
っ
て
よ
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
賞
か
ら
、
太
祖
征
西
時
代
の
タ
リ
カ
ソ
は
、
や

は
り
地
方
名
で
、
そ
の
中
心
に
城
案
と
町
が
あ
り
、
こ
の
中
心
地
奄

同
じ
く
タ
リ
カ
ソ
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
し
て
同
時
に
、
壬
午
年
の
太
１
　
の
夏
の
行
在
が
塔
里
寒
高
原
で
、

八
魯
湾
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
従
っ
て

長
春
貝
人
は
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
ッ
シ
エ
の
北
麓
に
止
ま
り
、
山
脈
中
に

深
く
は
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

太
祀
は
四
月
十
四
日
を
以
て
問
道
の
日
と
決
め
た
が
、
回
柁
の
叛

気
が
起
っ
た
の
で
、
親
征
す
る
こ
と
^
　
ｉ
；
6
ｓ
Ｎ
、
十
月
吉
を
以
て
改
め

て
間
道
の
時
と
定
め
た
。
そ
こ
で
長
春
異
人
は
一
且
サ
マ
ル
カ
ン
ド

に
蹄
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
修
途
に
開
す
る
李
志
常
の
記
述
は
頗

る
簡
単
で
、
加
う
る
に
方
向
島
月
日
為
記
載
が
な
い
。
従
っ
て
流
人

-34-



　
　

の
蹄
途
忍
比
定
す
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
。
・
こ
の
・
ヱ
う
な
記
事
か

　
　

と
タ
リ
カ
ソ
説
に
営
て
鋏
め
て
吟
味
し
て
み
よ
う
。
長
春
真
人
が
パ

　
　

ら
道
程
を
推
定
す
る
こ
と
は
、
大
譜
極
ま
る
こ
と
で
、
寧
ろ
や
め
た

　
　

Ｉ
ル
ワ
ー
ン
を
出
翌
し
て
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
向
っ
た
と
す
る
と
、

　
　

方
か
よ
い
か
も
知
。
れ
な
い
。
’
し
か
し
武
人
の
蹄
路
を
考
え
る
こ
と
は

　
　

東
の
Ｋ
ｈ
ａ
w
ａ
ｋ
峠
か
、
’
中
央
の
Ｂ
ｕ
ｌ
ｏ
ｌ
ａ
峡
谷
か
、
西
の
ｙ
ａ

　
　

同
時
に
、
壬
午
年
の
太
祖
の
夏
の
行
宮
の
所
在
に
開
す
る
一
つ
の
傍

　
　

Ｒ
ｏ
ｂ
ａ
ｔ
峠
か
Ｎ
ｉ
ｌ
峠
の
中
の
一
つ
を
経
て
、
ほ
ゞ
直
北
に
進
ん
だ

　
　

澄
と
な
ら
ぬ
で
も
な
い
の
で
、
一
意
考
え
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
か
、
こ
の
場
合
に
都
合
の
悪
い
の
は
、
第
一

　
　
　

貫
人
は
四
月
十
七
日
（
一
二
二
二
年
四
月
二
十
八
日
）
タ
リ
カ
ソ
を

　
　

に
距
離
の
鮎
で
あ
る
。
行
在
か
ら
サ
マ
ル
カ
ン
ド
ま
で
異
人
一
行
は

　
　

翌
し
、
回
紘
千
騎
に
護
衛
さ
れ
て
帰
途
に
つ
い
た
か
、
「
他
路
に
由
っ

　
　

二
十
日
を
要
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ゴ
ー
ル
バ
ン
ド
渓
谷
か
ら
サ

　
　

て
回
る
」
と
あ
る
か
ら
、
往
路
と
は
異
っ
た
路
を
と
っ
た
わ
け
で
あ

　
　

マ
ル
カ
ソ
ド
ま
で
の
直
線
距
離
は
六
〇
〇
キ
ロ
を
越
え
、
責
際
の
距

　
　

る
。
と
こ
ろ
が
、
。
そ
れ
か
ら
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
蹄
着
蚕
で
の
間
の
記
’

　

離
は
お
そ
ら
く
そ
の
三
割
以
上
長
・
い
で
あ
ろ
う
　
ｏ
そ
う
す
る
と
、
と

　
　

事
に
は
、
’
道
玲
の
簡
草
な
記
述
の
み
で
、
た
ゞ
一
つ
の
地
名
も
、
方

　
　

う
考
え
て
奄
最
低
三
〇
－
四
〇
日
は
か
か
る
。
真
人
の
詩
に
水
北
鍼

　
　

向
も
全
然
記
さ
れ
て
は
お
ら
ぬ
。
他
の
箇
所
で
は
、
か
な
り
詳
細
で

　
　

門
猶
自
可
、
水
南
石
峡
太
堪
驚
と
あ
っ
て
。
ア
ム
河
の
北
の
識
門
と

　
　

あ
り
、
。
正
確
で
あ
る
李
志
常
の
筆
が
、
何
故
こ
ｘ
で
は
、
そ
う
も
簡

　
　

南
の
石
峡
と
を
對
せ
し
め
て
い
る
が
、
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
ッ
シ
エ
中
央

　
　

略
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
第
一
の
不
思
議
で
あ
る
。
と
に
か
く
、

　

部
の
山
峡
を
河
南
と
い
う
の
は
、
そ
の
ア
ム
河
と
の
距
離
か
ら
見
て

　
　

こ
ｘ
で
知
り
得
る
こ
と
は
、
帰
途
は
お
そ
ろ
し
く
瞼
阻
な
高
山
地
帯

　
　

鈴
り
適
営
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
鮎
は
詩
人
の
形
容
と
し
て
無
風

　
　

を
過
ぎ
、
狭
い
絶
壁
に
團
ま
れ
た
急
流
に
沿
っ
て
進
ん
だ
こ
と
だ
け

　
　

し
て
も
さ
し
つ
か
え
社
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
脱
の
障

　
　

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
ゝ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
自
然
景
観

　
　

害
に
な
る
の
社
、
中
部
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
ッ
シ
よ

　
　

は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
高
山
地
帯
な
ら
ぼ
、
と
こ
に
で
屯
見
ら
れ
る
と

　
　

は
、
こ
ｘ
の
記
事
に
見
え
る
よ
う
な
大
河
が
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と

　
　

こ
ろ
で
、
こ
れ
だ
け
か
ら
で
は
到
底
比
定
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　

で
あ
る
。
た
ゞ
し
私
も
全
部
を
踏
査
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、

3
5

　
　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
考
え
て
き
た
壬
午
年
行
宮
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
説

　
　

こ
れ
も
断
言
は
し
な
い
で
お
く
。
最
後
に
一
つ
附
け
加
え
て
お
き
た

心･35-
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6

　

い
こ
と
は
、
も
し
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
か
ら
出
登
し
た
と
す
れ
ば
、
サ
マ

　
　

ル
カ
ソ
ド
ま
で
の
間
に
は
、
必
ず
ア
フ
ガ
ソ
ー
ト
ル
キ
ス
タ
ソ
中
の

　
　

ど
こ
か
の
オ
ア
シ
ス
都
市
、
す
な
わ
ち
東
か
ら
Ｔ
ａ
ｓ
ｈ
-
ｋ
ｈ
ｕ
ｒ
ｇ
ｈ
ａ
ｎ
｡

　
　

Ｂ
ａ
ｌ
ｋ
ｈ
｡
　
Ａ
ｑ
ｃ
ｈ
ａ
｡
　
Ｓ
ｈ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
ｇ
ｈ
ａ
ｎ
｡
　
　
Ａ
乱
ｈ
ｕ
ｉ

　

の
中
の
一
つ
は
通
過

　
　

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
行
は
殆
ど

　
　

町
や
都
市
は
一
つ
も
経
過
せ
す
、
山
中
の
み
を
進
ん
だ
よ
う
に
思
わ

　
　

れ
る
。

　
　
　

こ
れ
で
大
堕
、
パ
ー
ル
ワ
ー
ン
読
を
探
り
得
な
い
こ
と
は
明
白
で

　
　

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
な
ら
タ
リ
カ
ソ
を
出
翌
し
て
「
他
路
に

　
　

由
っ
て
回
」
つ
た
場
合
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
　

タ
リ
カ
ソ
か
ら
北
北
東
に
向
う
と
、
パ
ミ
ー
ル
Ｑ
喋
１
　
を
通
過
し
、

　
　

ア
ム
河
上
流
以
南
に
於
て
も
四
－
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
山
地
帯

　
　

が
延
々
と
連
ら
な
っ
て
お
り
、
ア
ム
河
に
注
ぐ
急
流
は
い
く
つ
も
深

　
　

い
峡
谷
を
貫
い
て
流
れ
る
。
ア
ム
河
の
上
流
を
渡
っ
て
さ
ら
に
北
上

　
　

す
れ
ば
、
ザ
ラ
フ
シ
ャ
ソ
高
原
に
達
し
、
西
流
す
る
同
名
の
河
に
沿

　
　

っ
て
下
る
と
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
出
る
。
こ
の
道
程
は
、
悉
く
頗
る
高

　
　

度
の
高
い
山
地
を
行
く
の
で
、
そ
の
間
に
は
殆
と
こ
れ
と
云
う
ほ
ど

　
　

め
町
は
な
い
。
ま
た
こ
の
寧
ろ
迂
回
し
た
ル
ー
ト
に
よ
る
タ
リ
カ
ソ
、

　
　

サ
マ
ル
ベ
ソ
ド
間
の
距
離
は
、
四
五
〇
キ
ロ
で
、
二
〇
日
間
前
後
で

到
着
で
き
る
。

　

さ
て
、
真
人
が
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
向
け
て
タ
リ
カ
ソ
を
出
翌
し
た

前
後
に
、
太
祀
も
ま
た
回
紘
山
賊
を
親
征
す
る
た
め
に
行
在
を
翌
し

た
が
、
こ
の
年
八
月
二
十
二
日
（
九
月
二
十
八
日
）
に
太
祀
と
貝
人
か

再
び
會
す
る
ま
で
の
間
の
太
祀
の
行
動
は
、
中
國
側
に
も
西
史
に
も

傅
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
・
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
那
珂
博
士
が
指
摘
し
て
い

る
太
祀
西
征
の
紀
年
に
開
す
る
諸
史
の
誤
謬
或
は
錯
胤
で
あ
る
。
博

士
器
暦
数
。
ヽ
葉
祀
西
征
の
紀
年
は
、
元
史
、
親
征
録
、
時

　

一

に
は
西
史
も
、
こ
れ
を
一
年
後
に
記
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
私
は

　

3
6

こ
の
黙
、
那
珂
博
士
が
正
し
い
と
考
え
る
が
、
全
部
の
記
事
が
全
部
、

　

一

一
年
お
く
れ
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
記
事
に
錯
乱

が
あ
る
と
見
な
す
方
が
正
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
え
て
い
る
。

但
し
こ
の
問
題
に
開
し
て
は
、
こ
こ

な
い
の
で
、
稿
を
改
め
て
説
く
こ
と
に
し
、
以
下
簡
草
に
鯛
れ
た
い
。

ナ
く
な
く
と
も
壬
午
（
太
祀
十
七
年
、
一
二
二
二
年
、
回
暦
六
一
九

年
）
と
そ
の
翌
年
葵
未
の
太
祖
の
行
動
に
開
し
て
は
、
西
遊
記
が
最

も
信
頼
す
る
に
足
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
云
う
ま
で

屯
な
く
、
西
遊
記
は
、
太
祀
に
謁
し
た
人
の
直
接
的
記
録
で
あ
る
こ
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と
ｘ
共
に
、
西
遊
記
の
紀
年
は
辛
巳
（
ご
ゴ
ー
一
年
）
の
日
蝕
の
記
事

１
　
四
９
　
皿
鵬
”
に
よ
っ
て
間
違
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

　

し
か
し
西
遊
記
で
は
、
壬
午
年
の
夏
、
太
租
が
武
人
と
タ
リ
カ
ソ

の
エ
イ
ラ
ッ
ク
で
別
れ
て
か
ら
、
ど
の
方
向
に
向
っ
た
か
は
わ
か
ら

な
い
。
だ
が
他
の
史
料
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
見
営
つ
け
ら

れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
で
親
征
録
、
元
史
、
ペ
ル
シ
ア
史
家
に

よ
っ
・
た
ド
ー
ソ
ー
ソ
の
こ
の
荊
年
の
主
な
記
事
を
左
に
摘
出
し
て
み
よ

一
二
二
二
年

親
征
録

　

塔
里
寒
渠
を
攻
む
。
夏
、
塔
里
奈
高
原
に
避
暑
す
。
札
蘭
丁
（
ジ

　

ャ
ラ
ル
・
ウ
ッ
デ
ィ
ソ
）
遁
走
し
、
忽
都
忽
（
ク
ト
ク
）
追
撃
し
た

　

が
、
却
っ
て
敗
ら
る
（
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
の
戦
）
。
太
祀
、
塔
里
奈
案

　

か
ら
救
援
に
赴
き
、
札
蘭
丁
を
敗
り
、
追
っ
て
辛
自
速
（
イ
シ
ダ

　

ス
）
河
に
至
る
。

元
史

　
　

塔
里
奈
案
を
抜
き
、
暑
を
こ
＾
　
ｇ
避
く
。
札
閑
丁
逃
ぐ
る
を
忽

’
都
忽
追
っ
て
敗
れ
、
太
租
親
征
す
。

ド
ー
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
‘

　
　
　
　

’
し

　
　

ジ
ご
フ
ル
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ソ
を
追
っ
て
イ
ン
ダ
ス
右
岸
に
至
り
パ

　

春
に
及
び
、
酷
暑
に
會
い
、
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
に
引
き
返
し
、
”
そ
の

　

占
領
せ
る
都
城
に
ダ
ロ
ガ
（
建
魯
花
赤
）
を
置
く
。

一
二
二
三
年

親
征
録

　
　

太
胆
、
イ
ン
ダ
ス
河
か
ら
北
に
師
・
を
還
し
、
カ
ー
ブ
ル
盆
地
を

　

越
丸
て
、
夏
に
八
魯
湾
川
（
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
）
に
避
暑
し
、
’
建
魯
花

　

赤
を
各
城
に
置
く
。

元
史

　
　

バ

　
　

夏
、
八
魯
湾
川
に
避
暑
し
、
西
域
諸
城
に
建
魯
花
赤
を
置
く
。

ド
ー
ソ
ン

　
　

イ
ン
ド
か
ら
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
に
至
り
、
バ
ー
ミ
ア
ー
ソ
の
山
を

　

越
え
、
夏
、
Ｂ
ａ
ｃ
ａ
ｌ
ａ
ｎ
　
Ｗ
.
駐
管
し
、
つ
い
で
北
上
、
バ
ル
ブ
を
過

　

ぎ
、
ア
ム
河
を
渡
り
、
參
・
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
附
近
に
駐
す
。

右
に
畢
げ
た
記
事
に
は
、
明
か
に
錯
瓶
が
あ
る
。
親
征
録
、
元
史
、

ド
ー
ソ
ン
共
に
一
二
二
二
年
の
記
事
は
、
一
年
繰
り
上
げ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
声
い
。
。
太
祀
か
忽
都
忽
の
敗
戦
の
報
を
聞
い
て
ジ
ご
フ

ル
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ヅ
を
追
撃
し
て
北
イ
ヅ
ド
ま
で
打
ち
入
っ
た
の
ｓ
'
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前
年
の
一
二
二
一
年
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
故
か
と
云
う
と
、
阿

　
　

里
１
　
は
一
二
二
二
年
三
月
に
大
雪
山
を
越
え
て
南
に
三
日
行
程
、
す

　
　

な
わ
ち
カ
ー
ブ
ル
盆
地
で
太
祖
の
行
宮
に
到
っ
て
お
り
、
貝
人
は
五

　
　

月
に
太
祖
に
た
ぶ
ん
タ
リ
カ
ソ
で
謁
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
じ

　
　

年
の
春
に
ジ
ご
フ
ル
・
ウ
ッ
デ
ィ
ソ
を
追
撃
し
て
北
イ
ン
ド
に
入
り
、

　
　

さ
ら
に
北
蹄
し
て
三
月
中
に
カ
ー
ブ
ル
盆
地
、
五
月
に
タ
リ
カ
ソ
に

　
　

行
在
を
置
く
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
ま
た
太
祀
が
北
イ
ン
ド
か
ら
北

　
　

峰
し
た
の
は
、
酷
暑
に
よ
る
と
い
う
か
ら
夏
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な

　
　

ら
な
い
。

　
　
　

つ
ぎ
に
一
二
二
三
年
の
記
事
で
見
る
と
、
三
史
共
に
パ
ー
ル
ワ
ー

　
　

ソ
に
避
暑
し
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
逢
魯
花
赤
堆
心
を
置
い
た
の

　
　

奄
同
年
で
あ
る
。
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
避
暑
の
記
事
だ
け
見
る
と
、
三
史

　
　

が
一
致
し
て
い
る
の
で
、
紀
年
を
一
年
繰
り
上
げ
て
西
遊
記
に
あ
る

　
　

壬
午
の
年
、
長
春
貝
人
と
共
に
太
祖
が
避
暑
し
た
の
は
パ
ー
ル
ワ
ー

　
　

ソ
だ
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
長

　
　

春
１
　
人
の
行
程
か
ら
見
て
、
太
組
に
謁
し
た
避
暑
地
は
タ
リ
カ
ソ
高

　
　

原
で
あ
る
と
考
え
る
方
が
正
し
い
。

　
　
　

そ
こ
で
、
壬
午
年
す
な
わ
ち
一
二
二
二
年
夏
、
真
人
と
會
っ
た
後

　
　

に
、
太
祀
が
回
紘
の
叛
徒
を
征
伐
に
行
っ
た
の
は
、
ど
こ
か
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
い
ま
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
雨
年
の
記
事
に
は
錯
気

が
あ
る
の
で
、
ご
二
二
二
年
五
月
、
太
胆
が
親
征
し
た
の
は
、
ヒ
ン

ズ
ー
・
ク
ッ
シ
’
を
越
え
た
カ
ー
ブ
ル
盆
地
附
近
で
叛
徒
を
平
げ
て

後
、
前
年
に
な
ら
い
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
に
避
暑
し
、
つ
い
で
ド
ー
ソ

ソ
　
　
Ｊ
Ｊ
Ｊ
｡
≪
'
＊

ｕ
云
う
Ｂ
ａ
ｃ
ａ
ｌ
ａ
ｎ
地
方
に
移
り
ヽ
秋
に
至
っ
て
こ

れ
ら
の
エ
イ
ラ
ッ
ク
を
降
っ
て
、
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
ッ
シ
ュ
の
北
麓
に
・

至
り
、
再
び
サ
マ
ル
カ
ン
ド
よ
り
来
れ
る
長
春
真
人
を
引
見
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
右
の
推
定
を
根
捕
づ
け
る
た
め
に
は
、
パ
ー
ル
ワ
ー

ソ
、
バ
カ
ラ
ソ
を
比
定
し
、
つ
ぎ
に
太
胆
、
１
　
人
の
第
二
次
會
見
の

場
所
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
す
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
で
あ
る
。
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
に
つ
い
て
は
ブ
レ

ヴ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
１
ｔ
n
K
l
l
l
t
n
i
!
;
が
考
え
て
い
る
が
、
多
分
に
疑
問

の
除
地
を
残
し
て
ぃ
る
。
す
な
わ
ち
、
或
は
カ
ー
ブ
ル
盆
地
の
北
端

Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｒ
'
又
は
バ
ー
ミ
ア
ー
ソ
附
近
と
云
い
、
決
定
し
か
ね
て
い

る
よ
う
と
思
わ
れ
る
。
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
と
い
う
地
名
は
、
地
圖
上
で

は
こ
の
遜
に
、
ち
ょ
い
く
見
か
け
る
地
名
で
あ
る
。
カ
ー
ブ
ル
の

北
、
チ
ャ
リ
カ
ー
ル
附
近
に
も
あ
り
、
こ
れ
は
Ｂ
ｅ
ｎ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ｔ
　
　
Ｇ
ｏ
ｅ
ｓ

西
経
錆
計
ぜ
回
’
の
紀
行
に
屡
々
出
て
く
る
。
ユ
ー
ル
は

こ
れ
に
注
し
て
カ
ー
ブ
ル
の
北
方
Ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ａ
ｂ
附
近
の
瞼
峻
な
峡
谷
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だ
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
附
近
に
同
名
の
村
が
あ
り
、
前
掲
書

　
　

の
地
圖
で
ゆ
、
現
在
圃
Ｒ
自
と
い
わ
れ
て
い
る
村
が
Ｂ
ａ
ｒ
ｕ
ａ
ｎ
と

　
　

記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
太
祀
避
暑
の
地
と
し
て
の
八
魯
湾
は
、
ジ

　
　

ご
フ
ル
ー
ウ
ッ
デ
ィ
シ
が
忽
都
忽
を
破
っ
た
地
と
考
え
ら
れ
る
し
、

　
　

そ
う
す
れ
ぼ
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
は
ヒ
ソ
ズ
ー
ク
ッ
シ
ェ
山
中
の
高
原
で

　
　

な
け
れ
ぼ
な
ら
な
ｃ
.
。
ド
ー
ソ
ソ
に
よ
れ
ぼ
、
こ
の
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ

　
　

は
バ
ー
ミ
ア
ー
ソ
附
近
の
平
原
と
さ
れ
て
い
る
。
‘
バ
イ
ヤ
ソ
か
ら
バ

　
　

ー
ミ
ア
ー
ソ
ま
で
は
一
七
〇
キ
ロ
も
あ
る
し
、
地
形
は
全
く
異
っ
て

　
　

い
る
。
こ
の
二
つ
を
一
緒
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
私
の
見

　
　

る
と
こ
ろ
で
は
、
圃
Ｅ
自
の
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
は
、
こ
の
漫
の
他
の
地

　
　

名
の
如
く
、
偶
Ｉ
ハ
ー
ミ
ア
ー
ソ
附
近
の
そ
れ
と
同
一
の
名
を
有
し

　
　

た
に
過
ぎ
な
く
、
大
規
模
な
戦
場
と
も
な
り
得
な
い
し
、
相
営
の
大

　
　

兵
を
擁
す
る
行
管
の
地
な
ど
ｘ
し
て
も
不
適
営
で
あ
る
。

　
　
　

こ
の
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
の
比
定
は
、
那
珂
、
王
、
ブ
レ
ッ
ト
シ
ェ
ナ

　
　

イ
ダ
ー
、
ユ
ー
ル
、
ウ
ェ
ー
レ
ー
な
ど
諸
氏
が
何
と
か
云
っ
て
い
る

　
　

が
、
賞
は
答
は
頗
る
簡
単
な
の
で
あ
る
。
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
‘
と
云
う
の

　
　

は
村
や
谷
や
地
域
の
名
ぼ
か
り
で
は
な
く
、
ゴ
ー
ル
パ
ン
ト
渓
谷
に

　
　

沿
う
チ
ャ
リ
カ
ー
ル
か
ら
、
バ
ー
ミ
ア
ー
ソ
に
近
い
所
ま
で
を
含
む

3
9

　

】
帯
の
地
域
の
名
将
な
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
同
名
の
村
、
谷
な

ど
も
含
ん
で
ぃ
る
。
こ
の
事
賞
が
わ
か
る
と
、
あ
と
は
忽
都
忽
が
ジ

ご
フ
ル
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ソ
に
敗
ら
れ
た
場
所
を
捜
せ
ば
よ
い
。

　

。

　

パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
の
戦
は
ド
ー
ソ
ン
に
詳
し
い
。
一
二
二
一
年
春
、

ジ
ご
フ
ル
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ソ
は
ガ
ズ
ー
ニ
を
翌
し
て
、
お
そ
ら
く
Ｋ
ｏ
ｈ
-

i
-
ｂ
ａ
ｂ
ａ
の
高
山
を
越
え
て
、
バ
ー
ミ
ア
ー
ン
附
近
に
達
し
た
。
カ
ー

ブ
ル
盆
地
か
ら
ゴ
ー
ル
バ
ン
ド
渓
谷
に
入
る
開
門
チ
ャ
リ
カ
ー
ル
は
、

す
で
に
蒙
古
兵
が
捉
し
て
ぃ
た
し
、
こ
の
方
は
迂
回
路
で
あ
る
か
ら
、

コ
。
ト
イ
ー
バ
バ
越
え
が
選
ば
れ
た
に
違
い
な
い
。
ド
ー
ソ
ン
に
よ
る

に
忽
都
忽
は
三
萬
の
兵
を
擁
し
て
Z
a
b
i
l
i
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ナ
な
わ
ち
チ
。
リ

’
カ
ー
ル
附
近
の
今
の
Ｉ
Ｚ
ａ
ｂ
ｕ
ｌ
-
ｕ
ｓ
-
ｓ
ａ
ｒ
ａ
ｊ
地
方
に
駐
し
‘
て
ぃ
た
が
、

ジ
ャ
ラ
ル
ー
ウ
こ
ア
イ
ソ
が
バ
ー
ミ
ア
ー
ソ
方
面
に
直
行
し
た
の
を

聞
き
、
ゴ
ー
ル
バ
ン
ド
渓
谷
に
沿
っ
て
西
に
軍
を
移
動
。
さ
せ
た
。
そ

の
両
軍
の
會
戦
が
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
で
起
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
か
、

チ
ャ
リ
カ
ー
ル
か
ら
。
ハ
１
ミ
ア
ー
ソ
に
至
る
間
を
調
べ
て
み
る
に
、

敷
萬
の
大
軍
が
會
戦
し
得
る
よ
う
孝
士
地
は
そ
う
は
な
い
。
ま
た
ガ

ズ
こ

バ
ー
ミ
ア
ー
ソ
河
畔
の
や
ゝ
開
い
た
高
地
に
出
る
。
ド
ー
ソ
ン
の
記

述
に
よ
る
と
、
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
の
戦
場
は
土
地
が
浸
蝕
さ
れ
た
路
が

縦
横
に
貫
い
て
ぃ
る
の
で
、
騎
馬
に
不
便
で
、
ホ
ラ
ズ
ム
軍
は
徒
歩

-39-



4
0

　

で
戦
っ
た
と
あ
る
か
ら
、
こ
９
ハ
ー
ミ
ア
ー
ソ
河
右
岸
の
凹
凸
せ
る

　
　

高
地
は
、
確
か
に
こ
の
記
載
に
合
致
す
る
。
そ
し
て
こ
の
高
地
は
現

　
　

在
も
バ
ー
ミ
ア
ー
ソ
地
方
と
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
地
方
の
境
に
な
っ
て
い

　
　

る
。
以
上
の
理
由
で
、
私
は
一
九
二
一
年
の
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
戦
場
、

　
　

す
な
わ
ち
一
二
二
二
年
の
太
祀
の
避
暑
の
地
は
、
、
、
ハ
ー
ミ
ア
ー
ソ
東

　
　

方
十
叡
キ
ロ
の
高
地
と
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
上
、
こ
の
高
地

　
　

の
西
方
叡
キ
ロ
の
バ
ー
ミ
ア
ー
ン
河
の
右
岸
に
は
、
チ
ソ
ギ
ス
ー
ハ

　
　

ー
ソ
の
城
と
い
わ
れ
る
Ｚ
ｏ
ｈ
ａ
ｋ
の
巨
大
な
城
の
麿
墟
が
、
今
も
な

　
　

お
聳
え
て
い
る
。

　
　
　

さ
て
、
ド
ー
ソ
ン
に
よ
る
に
、
太
祀
は
一
二
二
三
年
、
、
、
ハ
ー
ミ
ア

　
　

ー
ソ
の
山
脈
を
越
え
て
、
夏
の
宿
醤
を
Ｂ
ａ
ｃ
ａ
ｌ
ａ
ｎ
　
　
　
ｋ
t
定
め
た
と
あ

　
　

る
。
太
祀
は
バ
カ
ラ
ソ
か
ら
北
行
し
て
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
バ
ル
ブ
に

　
　

出
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
の
直
ぐ
前
に
は
、
太
祀
の
イ

　
　

ソ
ド
遠
征
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
遠
征
を
一
二
二
三
年
に
繋
け

　
　

て
い
る
か
ら
、
ド
ー
ソ
ン
の
こ
の
部
分
の
記
事
の
紀
年
は
営
然
一
年

　
　

お
く
ら
せ
る
べ
き
で
、
従
っ
て
太
祀
９
ハ
カ
ラ
ソ
経
由
パ
ル
プ
へ
の

　
　

行
進
も
ま
た
一
二
二
二
年
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、

　
　

私
か
前
に
推
定
し
た
如
く
、
一
二
二
二
年
の
夏
、
太
祖
が
タ
リ
カ
ソ

　
　

か
ら
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
に
出
て
、
そ
れ
か
ら
北
上
し
て
バ
ル
ブ
附
近
に

行
菅
を
置
い
て
い
た
時
分
に
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
か
ら
南
下
し
た
員
人

と
第
二
次
會
見
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
さ
ら
に
確
資
性
を
増
し

て
く
る
。

　

こ
ゝ
で
一
腹
バ
カ
ラ
ン
の
比
定
を
試
み
て
か
き
た
い
。
バ
ー
ミ
ア

ー
ソ
か
ら
西
行
し
、
Ａ
ｑ
　
Ｒ
ｏ
ｂ
ａ
ｔ
或
は
ツ
Ξ
峠
に
よ
っ
て
北
に
折

れ
る
と
、
ま
も
な
く

　

Ｂ
ａ
ｇ
ｈ
ａ
ｌ
ａ
ｋ

　

と
い
う
高
原
に
出
る
。
こ
の
高

原
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
エ
イ
ラ
ヴ
ク
で
、
そ
れ
か
ら
直
北
に
進
む
。
と

バ
ル
ブ
、
マ
ザ
リ
・
シ
ェ
リ
ー
フ
地
方
に
至
る
。
Ｂ
ａ
ｃ
ａ
ｌ
ａ
ｎ
は
お
そ

ら
く
Ｂ
ａ
ｇ
ｈ
ａ
ｌ
ａ
ｋ
の
誤
寫
で
あ
ろ
う
。
ペ
ル
シ
ア
語
で
は
ｒ
と
吻
ゴ

と
は
よ
く
混
同
さ
れ
る
し
、
語
尾
の
ｎ
(
ｎ
ｕ
ｎ
）
と
ｋ
(
ｋ
ａ
ｆ
)
の
文
字

の
形
は
よ
く
間
違
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
Ｂ
ａ
ｇ
ｈ
ａ
ｌ
ａ
ｋ
が
Ｂ
ａ
ｃ
ａ
ｌ
ａ
ｎ

と
誤
寫
さ
れ
る
可
能
性
は
頗
る
多
い
。
以
上
で
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
と
バ

カ
ラ
ソ
の
比
定
は
済
ん
だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
太
祀
の
タ
リ
カ
ソ
出

護
後
の
道
程
の
推
定
も
、
確
資
性
を
加
え
た
も
の
と
信
す
る
。

　

最
後
に
、
太
祀
と
貝
人
の
第
二
次
會
見
の
場
所
は
と
こ
か
と
い
う

問
題
に
屑
れ
よ
う
。
武
人
は
し
ば
ら
く
サ
’
ル
カ
ソ
ド
に
滞
在
し
た

後
、
壬
午
年
（
一
二
二
二
年
）
八
月
八
日
（
九
月
十
四
日
）
再
び
南
行

し
、
喝
石
城
を
過
ぎ
、
鍛
門
を
経
由
し
な
い
で
、
そ
の
西
南
に
出
て

南
下
し
、
ア
ム
河
を
渡
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
つ
ぎ
に
派
河
、
東
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南
行
三
十
里
、
乃
無
水
、
印
夜
行
、
過
班
里
城
と
あ
る
記
事
が
問
題

　
　

で
あ
る
。
こ
と

　
　

。
漫
で
は
ア
ム
河
は
東
南
で
は
な
く
東
に
流
れ
て
お
り
、
こ
の
大
河
に

　
　
　

「
水
無
」
と
い
う
の
も
お
か
し
い
。
ま
た
ア
ム
河
の
本
流
か
ら
班
里

　
　

城
（
バ
ル
ブ
）
ま
で
夜
行
し
て
建
す
る
こ
と
は
、
殆
ど
不
可
能
で
あ

　
　

る
。
こ
れ
は
多
分
、
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
ッ
シ
ュ
か
ら
北
流
し
て
ア
ム
河

　
　

に
入
る
支
流
の
一
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
湖
っ
た
後
、
し
ば
ら
く
陸
行

　
　

し
て
バ
ル
ブ
に
到
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

バ
ル
ブ
か
ら
の
行
程
は
、
明
瞭
で
あ
る
。
朝
に
出
翌
し
て
、
東
行

　
　

す
る
こ
と
叡
十
里
で
、
北
流
す
る
河
に
建
し
た
と
い
う
。
こ
の
河
は

　
　

お
そ
ら
く
現
在
の
マ
ザ
リ
ー
シ
ェ
リ
１
フ
附
近
を
北
流
す
る
河
の
一

　
　

つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
河
を
越
え
て
ま
も
な
く
、
迎
え
に
来
た
田
銀
海

　
　

に
案
内
さ
れ
て
行
宮
に
到
り
、
太
胆
に
謁
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
程

　
　

で
あ
る
な
ら
ば
、
太
胆
と
貝
人
の
第
二
次
會
見
の
場
所
が
マ
ザ
リ
ー

　
　

シ
’
ジ
ー
プ
附
近
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
を
容
れ
ぬ
。
マ
ザ
リ
ー
シ
ェ

　
　

リ
ー
フ
は
バ
ル
ブ
の
正
東
二
十
二
キ
ロ
、
ま
さ
に
一
日
行
程
で
あ
る
。

　
　

西
遊
録
に
記
す
る
こ
の
あ
た
り
の
日
次
は
、
甚
だ
明
か
で
は
な
い
の

　
　

で
、
距
離
の
推
定
も
不
確
賞
で
は
あ
る
が
、
會
見
の
日
が
八
月
二
＋

4
1

　

二
日
（
九
月
二
十
八
日
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
、
太
祀
は
貝
人
を
件
っ
て
北
上
し
、
ア
ム
河
を
渡
り
、
撒
箇
所
に

滝
留
し
つ
ゝ
十
月
一
日
（
十
一
月
。
五
日
）
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
西
南
Ｅ

十
里
の
地
動
に
逢
し
た
。

　

右
の
記
事
か
ら
判
断
す
る
と
、
一
九
二
二
年
秋
に
は
太
祗
は
バ
ル

ブ
。
に
遠
か
ら
ざ
る
地
に
居
た
こ
と
は
疑
う
齢
地
は
な
い
。
従
っ
て
イ

ソ
ｙ
遠
征
を
一
二
二
二
年
と
す
る
の
。
轜
誤
り
で
、
こ
の
年
の
夏
は
ヒ

ン
ズ
ー
・
ク
ヅ
シ
’
山
中
の
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
及
び
バ
グ
ラ
ッ
ク
に
避

夏
し
、
秋
に
な
っ
て
エ
イ
ラ
ッ
ク
を
去
っ
て
山
を
降
り
、
キ
ー
ル
キ
ス

タ
ソ
平
原
の
バ
ル
ブ
附
近
に
到
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
。
・
親
征
録
、

元
史
に
云
う
一
二
二
三
年
、
八
魯
湾
払
避
暑
し
た
之
’
‐
い
う
の
は
、
一

年
繰
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
同
時
に
、
ド
ー
ソ
ン

が
バ
カ
ラ
ソ
（
バ
グ
ラ
ヴ
ク
）
に
太
祀
が
避
暑
し
た
と
Ｉ
い
う
の
屯
一
二

二
三
年
で
は
な
く
、
一
二
二
二
年
の
こ
と
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

こ
う
考
え
て
く
れ
ば
、
一
二
二
二
年
、
夏
の
始
め
タ
リ
カ
ソ
高
原

を
翌
し
て
、
ハ
ワ
ッ
ク
峠
を
越
え
て
カ
ー
ブ
ル
盆
地
の
叛
徒
を
撃
っ

た
後
、
北
に
障
り
、
ゴ
ー
ル
バ
ン
ド
峡
谷
に
沿
っ
て
西
に
向
い
、
パ

ー
ル
ワ
ー
ソ
す
な
わ
ち
バ
ー
ミ
ア
ー
ソ
の
東
附
近
か
ら
バ
グ
ラ
ッ
ク

に
徐
々
に
移
動
し
て
、
こ
の
あ
た
り
の
エ
イ
ラ
ッ
ク
で
馬
を
養
い
つ

つ
、
逞
瞑
パ
ル
プ
附
近
で
ト
ル
キ
ス
タ
ン
平
原
に
出
た
と
考
久
る
こ
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4
2

　

と
が
で
き
る
。
以
ま
は
、
確
賞
な
史
料
が
鋏
け
、
推
定
の
域
を
出
な

　
　

い
の
で
は
あ
る
か
、
し
か
し
親
征
録
、
元
史
、
ド
ー
ソ
ン
等
に
紀
年

　
　

の
誤
り
が
あ
り
、
最
も
確
賞
な
史
料
が
西
遊
録
で
あ
る
と
す
る
な
ら

　
　

ば
、
ど
う
し
て
も
右
の
如
く
推
定
す
る
外
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　

ま
た
、
那
珂
、
王
雨
氏
が
一
二
二
二
年
の
太
祀
避
暑
の
地
を
八
魯

　
　

壽
と
し
て
い
る
こ
と
ゝ
私
の
説
と
は
、
決
し
て
両
立
し
な
い
も
の
で

　
　

は
な
い
。
た
ゞ
両
氏
と
私
と
の
相
違
黙
は
、
太
祀
と
真
人
の
第
一
回

　
　

會
見
の
場
所
が
、
両
氏
は
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
と
云
い
、
私
は
タ
リ
カ
ソ

　
　

高
原
と
考
え
る
の
み
で
あ
っ
て
、
両
氏
は
同
年
秋
の
第
二
次
會
見
に

　
　

至
る
ま
で
の
太
祀
の
行
動
を
明
か
に
し
て
い
な
い
の
に
對
し
、
私
は

　
　

タ
リ
カ
ン
か
ら
ハ
ワ
ッ
ク
峠
に
よ
っ
て
カ
ー
ブ
ル
盆
地
に
出
て
、
さ

　
　

ら
に
ゴ
ー
ル
バ
ン
ド
、
パ
ー
ル
ワ
ー
ソ
、
バ
ー
ミ
ア
ー
ソ
、
バ
グ
ラ

　
　

ッ
ク
に
よ
っ
て
秋
、
バ
ル
ブ
附
近
に
達
し
た
と
考
え
る
鮎
に
あ
る
に

　
　

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
た
ゞ
唯
一
の
重
大
な
相
違
鮎
は
、
両
氏
は
長

　
　

春
真
人
の
足
跡
が
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
ッ
シ
エ
山
中
深
く
及
ん
だ
と
す
る

　
　

に
對
し
、
私
は
こ
れ
を
否
定
し
、
貝
人
は
そ
の
北
麓
に
止
ま
っ
た
と

　
　

解
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

こ
れ
で
壬
午
年
（
一
二
二
二
年
）
の
長
春
侃
人
の
道
程
並
に
在
来
不

詳
と
さ
れ
て
い
た
同
年
夏
秋
の
太
祖
の
行
管
の
所
在
も
明
か
に
な
っ

た
と
思
う
が
、
つ
い
で
に
こ
の
年
始
め
て
西
域
に
置
か
れ
た
ダ
ロ
ガ

に
つ
い
て
一
言
し
て
か
き
た
い
。
太
岨
は
こ
の
年
、
パ
ー
ル
ワ
ー
ン

に
行
管
を
設
け
て
い
た
時
に
、
西
域
の
占
領
地
に
ダ
ロ
ガ
を
置
い
て

行
政
を
掌
ら
し
め
る
命
を
出
し
た
。
ダ
ロ
ガ
は
親
征
録
、
元
史
そ
の

他
の
達
魯
花
赤
で
あ
り
、
秘
史
の
苓
噌
合
臣
で
あ
る
が
、
ペ
ル
シ
ー
ヤ

史
家
に
は
ｄ
ａ
ｒ
ｏ
ｇ
ａ
と
し
て
記
し
て
い
る
。
ダ
ロ
ガ
は
現
在
も
な

お
ホ
ラ
サ
ソ
地
方
に
は
ｄ
ａ
ｒ
ｕ
ｇ
ｅ
ｈ
と
い
う
形
で
残
り
、
町
の
警
備

爽
或
縛
旱
ｔ
μ
に
詐
ド
盛
背
９
　
こ
こ
ら

が
面
白
い
こ
と
に
は
、
こ
の
ぶ
Ｉ
ミ
ア
ー
ソ
地
方
の
南
に
接
す
る

Ｈ
ａ
ｚ
ａ
ｒ
ａ
ｉ
ａ
ｔ
の
Ｈ
ａ
ｚ
ａ
ｒ
ａ
族
の
間
に
於
て
も
こ
の
言
葉
は
ｄ
ａ
ｒ
ｕ
ｇ
ｈ
ａ

と
し
て
残
存
し
、
現
在
は
専
ら
部
落
長
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る

Ｓ
.
　
Ｉ
w
a
m
ｕ
ｒ
ａ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｈ
.
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｕ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
｡
　
Ｍ
ｏ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
゜

　
　
　

ｙ
。

　
　
　

、

（
ｉ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
ｓ
　
i
n
　
Ａ
ｆ
ｇ
ｈ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
｡
　
１
９
５
４
｡
　
ｐ
｡
　
５
０
７
.

　
　
　
　
　
　

チ
・
ギ
ス
・
’

Ｉ
ソ
が
ダ
ル
ガ
チ
設
置
の
命
を
翌
し
た
土
地
に
七
百
年
後
の
今
日
も

な
お
そ
の
名
が
残
存
し
て
い
る
の
は
、
面
白
い
事
賓
で
は
な
い
か
。
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The SM Institution under the Yuan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｔａｋａｏｋｉ　Ｉｎｏｓaki

　　　

The she was a kind of rural organization established by an imperial

edict issued in 1270. The she was an administrative unit consisting of 50

households under a chief who was well　grounded　on　agriculture. The

Yuan dynasty adopted the she policy for reclaiming the devastated land

of

　

north

　

China due to the uninterrupted warfare from　Chin　to　Yuan.

Under

　

the

　

system the she　chief　was charged with duties of reporting

migration of the villagers, and increase or decrease of the population,

keeping ａ census register, etc. Prohibition of carrying weapons by the

populace was another important objective of the system to prevent popular

uprising.

　

It was not only the she chief but the individual villagers who

were obliged to make surveillance over the village.　The relative social

stability created in this way seems to have contributed to the Yuan's

offensive against the Sung･

“Ｔ゛a-Li-Han ”

　　　　　　　　　　　　　　　　　

Shinobｕ　Iｗａｍｕｒａ

　　

Taoist

　

Ch'ang-ch'un's

　

Travels is　one　of the best　travel　stories　in

China. It　is　also　an　extremely　important　material ０ｎ the　historical

geography of Central Asia in the Middle Ages.　Emile Bretschneider,

Wang Kuo-wei and Arthur Waley have made considerable contributions

toward identificationsof various place names appearing in the Travels and

the routes followed　by　the　Taoist　and his followers. It　was　the　late

Professor Michiyo Naka who, for the firsttime, pointed out ａ confusion in the

chronology of Chingis Khan's ｅχpeditionsinto Central Asia and corrected

the errors in both Persian and Chinese histories of the time, and the main

source he used for this purpose was the Travels. There remain, however。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

二１－



a few points that have not yet been clarified； the location ofヽT'a-li-han,

the place　where　the Taoist was received in audience by Chingis Khan,

etc. The present author tries to identify T'a-li-han りot with the present

Taliqan but with Kunduz and to prove that Ch'ang-ch'un did never go

into or beyond the Hindu･kush.

Religious Factors in the Yellow Cap Rebellion

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｋａｎ-eiAkiｚｕki

　　

Without understanding the social and economic background of the

closing days of Later Han, it will be di伍cult to grasp the meaning of the

Yellow Caps who played ａ leading role in disrupting the ancient Chinese

Empire. Since the nucleus of the Yeilow Caps consisted of the followers

of T'ai-p'ing Taoism, this creed will provide the key to elucidate the

nature of the great rebellion. The idea has been current that the creed

of Ｔ゛ai-p'ingTaoism was nothing but simple penitence and incantation,

which were intended to cure illness. But certainly this was not all. By

that time there was already in existence the worship of deified Huang-ti

and Lao-tzu who were supposed to confer the believers with longevity

and wealth and happiness. This creed, called Huang-Lao-Tao, occupied

an important place in T'ai-p'ing Taoism. Participation in mass of the

peasants in the rebellion seems largely due to another phase of T'ai-p'ing

Taoism, i.e.,its charity organizations for helping the poor.

－２－


